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憶

良

に
お

け

る

「士
」

の
意
識

岩

崎

良

子

 
 

士
也
母
空
鷹
有
萬
代
ホ
語
績
可
名
者
不
立
之
而

 

右

の

「
山
上
臣
憶
良
沈
痢
之
時
歌

一
首
」
に
お
け

る

「
士
」
と
は
、
具
体
的

に
ど

の
よ
う
な
意
識
を
も

っ
て
な

さ
れ
た
表
現

で
あ

ろ
う
か
。

 

小
島
憲
之
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
士
」
と

い
う
語

に

つ
い
て
は
、

漢
籍
に
出
典
が
求
め
ら
れ
て
い
る

(
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』

中

巻

・

九
六
八
頁
)
。
 
又
、

一
字
は
万
葉
集
に
お
け

る
孤
語
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
古

来
さ
ま
ざ
ま
な
訓
が
試

み
ら
れ

て
来
た

こ
と
ぽ

で
も
あ
る
。
本
稿

で
は
、
「
士
」

が
漢
籍
語

で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
、

一
字

に
憶
良

の
意
識
を
認

め
、
そ

の
具

体
的
内
容
を
考
え
て
み
た

い
。
当
然

の
事
な
が
ら

「
士
」

一
字
が
憶
良
自
身

の

筆
記

に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
、
或

い
は
河
辺
東
人

・
藤
原

八
束

・
大
伴
家
持
な

 
 
(1
)

ど
、
憶
良
周
辺

の
人
物

の
筆
録
で
あ

っ
た
か
に
よ

っ
て
、 
一
字

に
こ
め
ら
れ
た

作
者

の
意
識

の
度
合
は
異

っ
て
く
る
こ
と

に
な
る
。

し
か
し
、

一
首
が
憶
良
自

筆

で
あ

っ
て
も
、
憶
良
周
辺

の
人
物

に
よ
る
筆
録
で
あ

っ
た
と
し

て
も
、
万
葉

集
中

に
他
に
用
例
を

み
な

い

「
士
」

の

一
字
を
も

っ
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
士
」

の

一
字
が
漢
籍
語
で
あ
る
以
上
、
そ

こ
に
何
ら
か
の
意
識
が
働

い
て
い

る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
億
良
自
身

の
筆

録
で
あ
れ
ぽ
、

一
字
に
対

す
る
作

者
自
身

の
意
識
は
明
確

に
な
り
こ
そ
す
れ
、
第

三
者

の
筆
録
で
あ

っ
た
と
し

て

も
、

一
字

に
対
す
る
意
識
が
皆
無

に
な
る
こ
と
は
な

い
。
第
三
者

に
よ
る
筆
録

で
あ
れ
ば
、
作
老
で
あ

る
億
良
、
筆

録
者

で
あ

る
第
三
者

に
共
有

の
意
識
が

一

字

に
働

い
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

二

 

 

「
士
」

の

一
字

に
つ
い
て
は
、
前
引
小
島
憲
之
氏

の
指
摘
を
始

め
と
し
て
、

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

(2
)

何
例
か

の
出
典

と
考
え
ら
れ
る
漢
籍
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
し

か
し
、

こ
こ
で

は
そ
れ
ら
を

一
度
離
れ

て
、
中
国
思
想
史

の
上
で

「
士
」
は
ど

の
よ
う
な
意
識

を
も

っ
て
使

わ
れ
て
来
た

一
語

で
あ

る
か
考
え

て
み
よ
う
と
思
う
。

 

『
論
語
』

は
古
代
日
本

の
官

人
に
と
り
、
必
読

の
書

で
あ

っ
た
ぼ

か
り
で
な

く
、
今
日
残
さ
れ
た
古
代
文
献
に
そ
の
出
典
と
さ
れ
る
語

を
多
く
持

つ
書
で
あ

る
。
そ
し
て
、
言
う
ま

で
も
な
く
中
国
思
想
史
上

の
原
点

に
あ
る
と
も
言
う
べ

き
聖
典
で
あ

っ
た
。
そ

の
論
語
の
中

で
、
 
「
士
」
は
ど
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う

か
。

 

1
 

子
日
、
士
志
於
道
、
而

恥
悪
衣
悪
食
、
未
足
與
議
也

(
里
仁
第
四
)

一1一



 

2
 

曾
子
日
、
士
不
可
以
不
弘
毅
、
任
重
而
道
遠
、
仁
以
爲
己
任
、

不
亦
重

 
 
 

乎
、
死
而
後
已
、
不
亦
遠
乎

(
泰
伯
第

八
)

 

3
 
子
貢
問
日
、
何
如
斯
可
謂
之
士
 
、
子

日
、
行
己
有
恥
、
使
於
四
方
不

 
 
 

辱
君
命
、
可
謂
士
 
、

日
、
敢
問
其
次
、
日
、
宗

族
構
孝
焉
、
郷
…窯
稻

 
 
 

爲

焉
、

日
、
敢
問
其
次
、

日
、
言
必
信
、
行
必
果
、
脛
脛
然
小
人
也
、

 
 
 

抑
亦
可
以
爲
次
 
、
日
、

今
之
從
政
者
何
如
、

子

日
、

億
、

斗
答
之

 
 
 

人
、
何
足
算
也

(
子
路
第
十
三
)

 

4
 
子
路
問

日
、
何
如
斯
可
謂
之
士
 
、
子
日
、
切
切
偲
偲
恰
恰
也
、
可
謂

 
 
 

士
 
、
朋
友
切
切
偲
偲
、
兄
第
恰
恰
如
也

(同

3
)

 

5
 
子

日
、
士
而
懐
居
、
不
足
以
爲
士
 

(憲
問
第
十
四
)

 
右

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
論
語
が
定
義
し

て
い
る
の
は
、
官
吏
と
し
て
の
「
士
」

の
具
体
的
な
在
り
方

で
は
な
く
、
孔
子
を
理
想
的
な

「
士
」
と
仰
ぐ
知
識
人

の

在
り
方
で
あ
る
。

 

1

・
5
で
は
、
悪
衣
悪
食

を
恥
じ
る

こ
と

な
く
安
住

の
場
を
慕

わ
な

い
、
と

い
う
具
体
的
な
生
活

の
在
り
方
。

3

・
4
で
は
自
分

の
行
動

の
恥
を
知
り
、
君

命
を
辱
し
め
ず
、

一
族

の
者
か
ら
孝
行
だ
と

い
わ
れ
、
郷
里
か
ら
は
兄

・
年
長

者

に
よ
く
仕
え
る
者
だ
と
称

え
ら
れ
る
、
又
、
言
葉

に
偽
り
が

な
く
、
行

い
を

必
ず
果
た
す
、
と

「
士
」

の
人
格
的
内
容
を
述
ぺ
た
後

で
、
孔
子
は
そ
う
し
た

「
士
」
を

「脛
脛
然
小
人
」、
即

ち

「
叩
け
ぽ

カ
ン
カ
ソ
鳴

る
よ
う
な
石
頭

の
小

人
」
と
卑
下
し
、
現
在
政
務

に
携
わ

っ
て
い
る

よ
う
な
人
に
本
当

の

「
士
」
は

い
な

い
、
と
結

ん
で
い
る
Q
そ
れ
ら
を
死
ぬ
迄
続
け
る
こ
と
が

「
士
」

の
道

で

あ
る
と
孔
子
は
2
で
言
う
。
孔
子

に

「
士
」

の
在
り
方

を
問
う
た
子
貢
や
子
路

が
目
指

し
た
道
も
、
理
想
的
な

「
士
」
と
な
る
為
の
道

で
あ

っ
た

は

ず

で

あ

る
。
 
こ
の
知
識
人
と
し
て
の

「
士
」

の
在

り
方
は
、 
『
孟
子
』

に
お
い
て
も
追
求

さ
れ
続
け
て
行
く
。

 

1
 
王
子
塾
問
日
、
士
何
事
、
孟
子
日
、
尚
志

、
日
、
何
謂
尚
志
、

日
、
仁

 
 
 

義
而
已
 
、
殺

一
無
罪
、
非
仁
也
、
非
其
有
而
取
之
、
非
義
也
、
居
悪

 
 
 

在
、
仁
是
也
、
路
悪
在
、
義
是
也
、
居
仁
由
義
、
大
人
之
事
備
 

(巻

 
 
 

第

十
三
)

 

2
 

孟
子
謂
宋
句
蔑
日
、
子
好
遊
乎
、
吾
語
子
遊
、
人
知
之
亦
麗
鷺
、

日
、

 
 
 

何
如
斯
可
以
鴛
鴛
 
、

日
、
奪

徳
樂
義
、
則
可
以
鴛
鴛
 
、
故
士
窮
不

 
 
 

失
義
、
達
不
離
道
、
窮

不
失
義

、
故
士
得
己
焉
、
達
不
離

、
故
民
不
失

 
 
 

望
焉
、
古
之
人
得
志
、
澤
加
於

民
、
不
得
志
、
脩
身
見
於

世
、
窮

則
凋

 
 
 

善
其
身
、
達

則
兼
善
天
下

(同

1
)

 

3
 
酪
稽

日
、
稽
大

不
理
於

口
、
孟

子
日
、
無
傷
也
、
士
憎

妓
多

口
、
詩

云

 
 
 

憂
心
情
情
、
儂
干
撃
小
、
孔
子
也
、
麟
不
珍
豚
怪
、
亦

不
損
豚
問

、
文

 
 
 

王
也

(巻
第
十
四
)

 

1
で
は

「
士
」
た
る
も

の
は
仁
義
を
備
え
た
人
で
あ

る
と

し
、
そ
れ
を

「
大

人
」
と
称
し
て

い
る
。
仁
義
は
、
孟
子
が

「仁

也
者
人
也
、
合
而

(
義
也
者
宜

也
)

言
之
、
道

也
」
と
言
う
よ
う
に
人

の
道
に
他
な
ら
な
い
。
2

で
は
遊
説
家

の
在
り
方

を
具
体
的

に
説
き
、
人

(
君
主
)

に
認

め
ら
れ

て
も
認
め
ら
れ
な
く

て
も
、

仁
義

か
ら
外
れ
ず
高
潔
な
志
を
失

わ
ず

に
遊
説
す
る

こ
と
が

「
士
」
を

全
う
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
Q

3
で
は
、
正
義

を
あ
く
ま
で
主
張

す
る
「
士
」

は
と
か
く
多
く

の
人
か
ら
悪
く
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
孔
子

・
文

王

の
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

を
掲
げ
、
知
識
人
た
る

「
士
」

の
在
り
方

を
強
調

し
て
い
る

(
履
軒

は
、
「
士
」

を

「
士
人
」
と
注
し
、

一
斎

は

「
士
は
学
者
の
通
称

で
、
卿
大
夫

士
の
士
で
は

な
い
」
と
注

し
て
い
る
)
。

 
孔
子

・
孟
子
と
継
承
さ
れ

て
い
く
知
識
人
と
し

て
の

「
士
」
の
在

り
方

へ
の

追
求

は
、

こ
う
し

て
更

に
儒
家

の
異
端
者
筍
子

に
も
継
承
さ
れ
て
い
く

の
で
あ

一2一



る
。

 

筍
子

・
勧
学

の
項
は
、

 
 

学
悪
乎
始
、
悪
乎
終
。
日
、
其
数
則
始
乎
諦
経
、
終
乎
読
礼
。
其
義

則
始

 
 

乎
爲
士
、
終
乎
爲
聖
人
。

と
説
述
し
、
秀
れ
た
人
物
を
人
格

の
程
度
に
応

じ
て
、
士

・
君
子

・
聖
人

の
三

(4
)

等
級

に
お
け
た
。
荷
子

に
と

っ
て

「
士
」
と
は
、
 
一
通
り

の
学
問
を
身

に

つ
け

礼
義

の
実
践
に

つ
と

め
る
よ
う
な
人
物

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
儒

家

の
思
想
家
達

は

「
士
」
と
い
う

こ
と
ぽ
に
、
知
識
人
と
し

て
の
在

り
方
を
追

求
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

 

一
方

、
諸
家

の
台
頭
が
歴
史

の
諸
相
を
織

り
成
す
中
国
思
想
史

に
お
い
て
、

儒
家

と
対
立
す
る
法
家

・
韓
非
も
、
法
家

の
立
場
で
儒
家
に
お
け
る

「
士
」

の

在

り
方

を
厳
し
く
批
判
し
な
が
ら
、
法
家

に
お
け
る

「
士
」
の
在
り
方
を
そ

の

 
 
 
 
 

(5
)

著
書

の
中

で
追
求
し
て

い
る
。
孔
子
に
始

ま
る
知
識
人
と
し
て
の

「
士
」

の
定

義
が

い
か
に
成
さ
れ
て
い
る
か
、
悠
遠
な
中
国
思
想
史

の
始

ま
り
と
も
言
え
る

部
分

に
概
観
し

て
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
み
る
限
り
に
お
い
て

「
士
」

は
、
古
代
治
者
階
級

の
卿

・
大
夫
に
並
ぶ

「
士
」
を
離

れ
た
新

た
な
意
義
を
も

つ
こ
と
ぽ
と
な

っ
て
い
る
。

 
白
川
静
氏
は
、
『
字
統
』
「
士
」

の
項
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
 
鉱

の
刃
部
を
下
に
お
く
形
。
士

の
身
分
を
示
す
儀
器

で
あ
る
。
そ

の
大
な

 
 

る
も

の
は
王
で
、
王
の
身
分
を
示
す
儀
器
。
士
は
お
そ
ら
く
戦
士
階
級
と

 
 
し

て
、
王
に

つ
か
え
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
…
…
身
分
と
し

て
の
士
は
、
戦

 
 
士

で
あ
り
、
氏
族

の
有
力

な
構
成
員
で
あ
り
、
支
配
階
級

の
中
枢

に
あ
る

 
 
も

の
で
あ

っ
た
。
金
文
に
は

「
百
辟
胤
士
」
「
父
兄
諸
士
」
「
士
庶
士
」

の

 
 
よ
う
な
語
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
豪
族

の
構

成
員

で
あ
る
。
ま
た

〔
趨
穀
〕

 
 
に

「
僕
射
士
訊
」
と
あ

る
士
訊
は
裁
判
官
、
 
〔
牧
殿
〕
に

「
昔

、
先

生
既

 
 

に
女

に
命
じ
て
司
士
と
作
し
、
女

に
命
じ

て
百
寮
を
辟

め

し

む
」

と

い

 
 

う
。

士
は
卿

・
大
夫

と
合

せ
て
古
代

の
治
老
階
級
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る

 
 

が
、
大
夫
は
農

地
の
管
理
者
で
、
後
起

の
職

で
あ
る
。
卿

は
廷
礼

の
執
行

 
 

者
、

士
は
貴
族
的
戦
士
と
し
て
の
身
分
を
そ

の
原
義
と
す
る
。
西
周
後

期

 
 

以
来
、
土
地
経
営

の
発
展

に
伴

っ
て
、
大
夫

の
地
位
が
重

要
と
な
り
、
列

 
 

国
期

に
は
執
政
の
地
位
を
占
め
る
に
至

っ
た
。
貴
族
的
戦

士
と
し

て
の
士

 
 

の
身
分
は
、
そ

の
経
済
的
地
位

の
低
下
と
と
も
に
次
第

に
低
下

し
、

の
ち

 
 

一
般

の
士
女
を
い
う
語
と
な
る
。
男
子

の
字
に
子
某

と
い
う
も

の
は
、

も

 
 
と

公
子

・
公
孫

の
身
分
、
士
某

と
い
う
も

の
は
、
士
匂

・
士
起
な
ど
晋
地

 
 

に
そ

の
名
が
多

い
が
、
萢

氏

・
韓
氏

の
族
長

・
族
人
た
る
身
分

の
も
の
で

 
 
あ

っ
た
Q
氏
族
制

の
崩
壊
と
と
も

に
、
士
は
宙

遊
士
官
を
求

め
る

一
般
士

 
 
人

の
称
と
な
り
、
そ

の
た
め
の
士
道
を
確
立
し
た
も

の
が
儒

教

で

あ

っ

 
 
た
。

 

「
士
」

の
概
念
は
乱
世
を
経
て
大
き
く
変

っ
た

の
で
あ

る
が
、
藤
堂

明
保
氏

は
そ

の
期

の

「
士
」

に
つ
い
て

「
貴
族

の
末
流
」
た
る

「
士
」
と
、
「
知
識
人
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

読
書
人
」
た
る

「
士
」
を
使

い
分
け
ら
れ
、
中
国

に
お
け
る
知
識
人
と

し
て
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7
)

「
士
」

の
意
識

は
、
中
国
思
想
史

に
お
い
て
今

日
迄

一
貫
し

て
問

い
続
け
ら
れ

て
来
た
課
題
で
あ
る
、
と

「
思
想
解
放
」
と

一
九

七
八
年

・
党
中
央
委
員
会
が

掲
げ
た

「
四

つ
の
枠
」

の
間

で
試
行
を
続
け

る
知
識
人

11
士

の
現
状
を
訴
え

て

お
ら
れ
る
。

三

 

 
万
葉
研
究

の
先
学
は
、
 
「
士
」

の
で
あ
ろ
う
か
。

 

「
士
」

を
最
初

に

「
ヲ
ノ

コ
」

の
語

義
に

つ
い
て
ど

の
よ
う

に
考
え

て
来
た

と
訓
じ
た
契
沖

は
、
同
歌

「
名
を
立

つ
」

に
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つ
い
て

『
文
選
』
古
詩

・
荘
子
な
ど

の
例

を
掲
げ
、
中
国
に
お
け
る

「名
」

の

尊

さ
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
が
、
「
士
」

の
語
義

に
つ
い
て

の
言
及
は
な
い
。

又
、
主
要
な
古
注
釈

に
、 

「
士
」

の
語
義

に

つ
い
て
言
及
し
た
先
例
は
見

ら
れ

な
か

っ
た
。

 

「
士
」
を

「
マ
ス
ラ
ヲ
」

と
訓
し
て
い
る
土
屋
文
明
氏
は
、
 
「
多
分
、

士
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
8
)

子
、
士
大
夫
な
ど

の

『
士
』

の
意

で
用

ゐ
た
も

の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
更

に

補
論

の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
 

マ
ス
ラ
ヲ
は

「
士
」

に
封

す
る
日
本
語
と
し

て
、
果
し
て
絶
封
的
で
あ

る

 
 

か
否
か
疑

な
き
を
得

な
い
が
、

ヲ
ノ

コ
、

ヲ
ト

コ
、

ヒ
ト
よ
り
は
近

い
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(9
)

 
 

で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
憶
良

の
意
は
恐
ら
く

「
士
」
を
男
子
の
通
稻

 
 

と
言
ふ
よ
り
も
、
四
民

の
首

た
る
士
、
士
大
夫

の
士
、
大
決
士

の
士

で
今

 
 

の
知
識
人
と

い
ふ
の
に
近

い
の
で
あ

っ
た
ら
う
。

(『
萬
葉
集
私
注
』
十

・

 
 

補
巻

「
ヒ
ト
、

ヲ
ノ

コ
、

マ
ス
ラ
ヲ
」
)

 

憶
良
に
お
け
る

「
士
」
が
知
識
人

で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
土
屋

氏

は

続

け

て
、
 
「
た
よ
り
少

い
学
芸

を
以

て
身
を
立

て
む
と
し
、
遂

に
従
五
位

下
の
前
国

司

で
貧

乏
の
中

に
世
を
終

へ
よ
う
と
す
る
知
識
人
憶
良
」

の
悲
痛
な
心
境

に
つ

い
て
言
及

さ
れ

て
い
る
。
土
屋
氏
が
、 

「
士
」
を

「
知
識
人
」
で
あ
る
と
解
さ

れ
た
根
拠

は
、
中
国
思
想
史
上

の

「
士
」

に
裏
付
け
さ
れ

た
も

の
で
あ
る

か
否

か
述
べ
て
お
ら
れ
な

い
が
、
孔
孟
思
想

に
強
く
影
響

を
受
け

て
い
た
憶
良

に
お

け
る

「
士
」
が
知
識
人

を
意
味
し

て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
肯
う
こ

と

が

で

き

る
。
し
か
し
、
知
識
人
憶
良

の
悲
歎

の
内
容

は
果

し
て
官
吏
と
し
て
不
遇

の
裡

に
生
涯
を
終
え

よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ

っ
た
だ
ろ
う

か
。

 

村
山
出
氏
は
、
土
屋
氏

の
指
摘

に
着

目
し
、
知
識
人
憶
良

の
悲
歎

の
内
容

に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(10
)

っ
い
て
次

の
よ
う
に
展
開

さ
れ
る

(
要
点
と
考

え
ら
れ
る
部
分

を
抜
萃

、
箇
条

書

き
に
し
た
)
。

1234

卑
門
出
身

の
憶
良

は
、
新
知
識
と
し
て
学
才

に
秀

い
で
、

し
か
も
地
方

官
と
し
て
良
吏

で
あ

っ
て
も
、
当
然
傍
流

に
身
を
甘
ん
じ
な
け
れ
ば

な

ら
な
か

っ
た
。

憶
良

の
現
実
的
な
意
識
と

い
う

の
は
人
生

・
社
会
を
そ

の
ま
ま
肯
定
す

る
と
止
ま
る
の
で
は
な
く
そ

こ
に
あ
る
苦
悩
解
決

の
道
を
求

め
よ
う
と

す
る
も

の
で
あ

っ
て
、
そ

の
思
考

に
あ
た

っ
て
儒
仏
等

の
論
理
を
拠

り

所
と
す
る

の
で
あ

る
。

国
事

に
身
を
以
て
あ

た
り
士
名
を
得
て
士
大
夫
と
し
て

の
栄
誉

を
担

う

こ
と
に
努

め
た
と

い
わ
れ
る
中
国

の

「
士
」

に
、
憶

良
の
自

己
意
識
が

結
び

つ
く

の
が
自
然

で
あ

っ
た
と
思

う
。

憶
良
が
現
実

の
認
識

に
仏
教
思
想

の
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
、
苦
悩
多

い
現
実

の
中

に
仏
教

の
否
定
す
る
愛

を
見
出
し

(「
思

子
等
歌
」
)
家
愛

を
訴
え

(「
令
反
惑
情
歌
」
)
、
孝

心
を
称
揚
し

(
「敬
和
為
熊

凝
述
其
志

歌
」)
、
信
義

に
共
感
を
示
す

(
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
」
)

の
は
、
彼

が
儒
教
倫

理
を
根
底

に
も

っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

そ
う
し
た
憶
良
が
、
自
分

の
生
涯
を
省

み
る
時
、
儒
教
倫
理

の
核
心

で

あ
る
孝

の
究
極
と

さ
れ
る

「
立
名
」

に

つ
な
が
る
年
来

の
志
向

の
欠
落

を
自
覚
す

る
こ
と

に
お
い
て
悲
嘆

を
吐
露
し

て
も
な
に
ほ
ど

の
不
思
議

は
な
い
こ
と

に
な

ろ
う
。

 
村
山
氏
も
や
は
り
知
識
人
憶
良

の
根
底

に
あ

る
儒
教
思
想

を
認

め
な
が
ら
、

学
才
あ
る
良
吏
と

し
て
の
憶
良
が
官
吏
と
し
て
名
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
悲

嘆
を
強
調
す
る

の
で
あ
る
。

 
と

こ
ろ
で
、
孔
子
は
顔
淵
と

の
問
答

(論
語
巻
第
六

・
顔
淵
十

二
)

に
お
い

て

「
聞
也
者
」
(狙
練

は
聞
を

「
名
」
声
と
す
る
)

に
つ
い
て
、
「
色
取
仁

而
行

違
、
居
之
不
疑
、
在
邦

必
聞
、
在
家

必
聞
」
と
、
上
べ
は
仁
ら
し
く
し

て
い
る
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が

「
達
」
(
道
を
行
う

こ
と
)

に
欠
け
た
人
間
が

「
聞
也
者
」

で
あ
る

と

世
俗

に
お
け
る
名
声
を
批
判
し
て
い
る
。
憶
良

に
お
け

る

「
士
」

の
内
容
、
悲
歎

の

内
容
が
村

山
氏

の
論
の
如
く

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前

引

・
儒

家
に
お
け

る
「
士
」

の
定
義
、
加
え
て

「
聞
也
者
」
で
強
調
さ
れ

て
い
る
孔
子
の
教
義

に
も
反
す
る

で
あ

ろ
う
。

 
憶
良

の
悲
歎

の
内
容

に

つ
い
て
中
西
進
氏

は
、

 
 
…
・:
憶

良
は
さ
ら

に

「
士
」

た
る
こ
と
を
欲
し
、
そ

こ
に

「
を

の
こ
」

た

 
 
る
自

己
の
理
想
像
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
具
体
的
に
い
え
ぽ
官

 
 
僚

で
あ

っ
た
彼
に
と

っ
て
、
そ
れ
は

「邦
国
を
済
う
」
に
た
る
道
首
名

の

 
 
ご
と
き
良

二
千
石
で
あ

っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
点
を
指
摘

し
た
高
野

 
 
 
 
 

(11
)

 
 
正
美
氏

の
論
は
、

こ
の
意
味
で
正
し
い
で
あ
ろ
う
が
、

こ
う
し

た
具
体
的

 
 
な
事
柄

を
こ
え
て
、

さ
ら

に
人
格
主
義
的

な
理
念
、
観
念

的
な
人
間
像
と

 
 

い

っ
た
も

の
が
、
今

の
憶
良

の
目

に
ち
ら

つ
い
て
い
た

の
で
は
な
か

っ
た

 
 
か
。
憶

良
は
時
と
し
て
き

わ
め
て
現
実
的

で
あ

り
な
が
ら
、
時
と
し

て
は

 
 
き
わ
め
て
観
念
的
で
あ

る
。

こ
の
両
者
が
人
間
憶
良
と
儒
者
憶
良
と

か
ら

 
 
出
発

し
て
、

つ
ね
に
二
律
と
な

っ
て
彼

に
ま
と

い
つ
い
た
こ
と
も
私
は
多

 
 
く
述

べ
て
来
た
。
こ
の
最
終
作
も
両
老

を
包
蔵
し
な
が
ら
、
立
言
は

「
あ

 
 
る
べ
き
姿
」

に
お

い
て
な
さ
れ

て
い
る
。
億
良

に
お
い
て
、
立
派
な
官
人

 
 
は
そ
の
ま
ま
立
派
な
人
間

で
あ

っ
た
。
そ
う

し
た
思
惟
か
ら
歌

い
は
じ
め

 
 
ら
れ

た
時

に
、
 
「
士
や
も
」
と

い
う
こ
と
ぽ
が
発

せ
ら
れ
る
に
ち
が

い
な

 
 
(謬

 
 
し

と
述

べ
、
 
「
士
」
た
る
内
容

に
、
具
体
的
な
事
柄
を

越

え

た

人
格

主
義
的
理

念
、
観

念
的
な
人
間
像
と
い

っ
た
思
想
的
意
義

を
予
測
さ
れ

て
い
る
。
憶
良

に

お
け
る
儒
教
的
要
素
は
、
憶
良
研
究

の
先
学
が
多
く
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ

る

が
、
憶

良
が
空

し
く
す
る
べ
き

で
は
な

い
と
考

え
た

「
士
」
は
、
孔

孟
に
始

ま

る
知
識
人
と

し
て
の
意
識

を
意
味
し
、

そ
の
具
体
的
内
容

は
中
西

氏
の
予
測

さ

れ
る
人
格
主
義
的
理
念
抜
き

に
考
え
る
こ
と

は
で
き
な

い
。

で
は
、
さ
ら
に
憶

良
が
思
惟
し
た
人
格
主
義
的
理
念
は
具
体
的

に
知
識
人
と
し
て
の
ど

の
よ
う
な

行
為
を
指
し
た
か
Q

 

土
橋
寛
氏
は

『
万
葉
開
眼
』

(
下
巻
九
三
頁
)

に
お

い

て
論
語

・
泰
伯
篇

、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13
)

述
而
篇
、
衛
霊

公
篇
を
引
か
れ
た
上
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

 
 

憶
良

は
当
時

の
律
令

国
家
を
道
あ
る
国
と
認
識
し
た
上
で
、
儒
教
的
国

家

 
 

の
理
想
を
求
め
、
自
ら
も

「
身
ヲ
立

テ
、
道

ヲ
行

ヒ
」
 
「
名

ヲ
後

二
揚
」

 
 
ぐ
る

こ
と
を
願

っ
た

の
で
あ
る
が
、
最
後
が
従
五
位

下
筑
前
守

で
は
理
想

 
 

に
遠

い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
前
年

の

「貧

窮
問
答
」
と

の
関
係

か
ら

い

 
 
え
ぽ
、
名

を
挙
げ
な

か

っ
た
こ
と
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
名
を
挙
げ
る
だ
け

 
 

の
道

の
実
践
が
足
り
な
か

っ
た

こ
と
、

つ
ま
り
農
民

の
貧
窮
を
救
う

こ
と

 
 
が
で
き
な
か

っ
た

こ
と
に
対
す

る
暫
塊

の
思

い
を
吐
露

し
て
、
後
事
を

八

 
 
束

に
託
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
土
橋
氏
が
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
憶
良

に
と
り
悲

嘆

の
内
容
は

「
名
を
挙
げ

な

か

っ
た
そ
れ
自
体

よ
り
も
、
名

を
挙
げ
る
だ
け

の
道

の
実
践
が
足
り
な

か

っ

た
」

こ
と
に
あ

り
、
そ
し

て
憶
良
に
と

っ
て

「
道

の
実
践
」
と
は
、
 
「
士
」
と

し
て
の
実
践
、
即
ち
、
知
識
人
と
し
て
の
生
涯

の
事
蹟
に
対
す

る
問

い
か
け

で

あ

っ
た
筈
で
あ

る
。

 
憶
良
が
終
始

「
士
」
た
る
、 

「知
識
人
」
た
る
自
覚

の
上
に
立

っ
て
、
作
歌

活
動
を
持
続
し
て
来

た
だ

ろ
う
こ
と
は
、
な

に
よ
り
憶
良
の
作
歌
内
容
が
、
他

の
万
葉
歌
人
達

と
は
質
を
異

に
し
て
い
る
、
そ

の
こ
と

に
明
ら
か
で
あ
る
。
憶

良
に
と
り
和
歌
を
詠
み
、
詩
文
を
綴

る
な
ど

の
文
学
的
創
造
は
、

知
識
人

た
る

「
士
」
と
し

て
の
道

の
実
践

に
他
な
ら
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。

 
憶

良

の
歌
の
思
想
性

に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
広
氏
が
、
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…
…
言
語

の
世
界
で
、
 
「
大
ら

か
」

で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、

一
面
、
曖

 
 
昧

で
不
正
確
だ
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。 

「罪
」

と

「
罰
」
は
は

っ
き
り

 
 
区
別

で
き
た
方
が
良

い
に
き
ま

っ
て
い
る
し
、
 
「
物

に
ゆ
く
道
」
以
外

に

 
 
抽
象
的
な

「
道
」

の
用
法
を
、
具
体

的
な

「事
」
以
外

に
抽
象
的
な
「
理
」

 
 
を
知

っ
て
い
る
人
間

の
方
が
、
思
想
は
段
違

い
に
明
晰
で
あ
る
は
ず
だ
。

 
 
宣
長
は

「
例
の
か
ら
心
な
り
」

と

一
蹴

し
さ
る
だ

ろ
う
が
、
萬
葉
歌
人
の

 
 
な
か
で
、
ひ
と

り
山
上
憶
良

の
み
が
、
抽
象
度

の
高

い
問
題
を
明
晰

な
論

 
 
理
で
う
た
う
こ
と
が

で
き
た

の
も
、
彼
が

「
道
」
と
か

「
理
」
と
か
い
う

 
 
抽
象
概
念

を
明
確

に
把
握
し
て
い
た
か
ら

に
違

い
な

い
。

 
 
…
…
多
分
、
億
良
は
、
日
本
文
学

に
、 

「
理
」
と

い
う
思

想
を
導
入
し
た

 
 
最
初

の
詩
人

で
あ

っ
た
。

…
…

(『
萬
葉
集
抜
書
』

一
六
六
頁
)

 
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
和
歌

に
お
い
て
憶
良

の
み
が
思
想
的
概
念
を

も

っ
て
っ
か
い
得
た

「
事
」

や

「
道
」

に
並
ぶ

こ
と
ぽ
と
し
て
、

「
士
」
と

い

う

こ
と
ぽ

も
捉

、兄
ら
れ
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。
憶

良
が
そ
れ

ら
の
こ
と
ば

を
和
語

と
し
て
で
は
な
く
、
哲

学
的
概
念
を
把
握
し
た
上
で
歌

に
詠

み
こ

ん

だ

こ

と

は
、
知
識
人

四
士

・
憶

良

の
道

の
実
践

に
他
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
憶

良
が
理
想
と
し
た
知
識
人
と
し

て
の
実

践
は
、
文
学
的
創
造

の
み
に
止
ま
ら
な

い
高
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
だ

ろ
う

こ
と
は
容

易
に
想
像

で
き
る
。
養
老

五
年
正

月
、
東
宮
侍
講
者

の

一
人

に
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
、

入
唐
し
新
知
識

の
中

で
思

索
を
深

め
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
は
あ

ろ
う
け
れ
ど
、
憶
良
が
理
想
と

し
て
描

い
て
い
た
重
用
さ
れ
る
知
識
人

胴
士
と
し

て
の
在
り
方

に
は
遠
く
及
ば

な
か

っ
た

に
違

い
な
い
。

を
表
わ
す

一
語
で
あ
る
こ
と

を
考
え

て
み
た
が
、
億

良
が
死
を
前

に
回
顧

し
た

生
涯
は
士
道

の
実

践
で
あ
り
、
そ

の
士

11
知
識
人
と
し
て
成
し
得

た
事
蹟

の
小

さ
さ
、
し
残
し
た
事
蹟

の
大
き
さ

こ
そ
、
痛
嘆

の
対
象

で
あ

っ
た

だ

ろ

う
。

「
士
」

の
表
記
は
万
葉

集
に
お
け
る
孤
語

で
あ

っ
た
が
、
語
義
も
含

め
て
、
憶

良

の
思
想
的
充
実
が
生

ん
だ
歌
語
と
し

て
は
孤
語

で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し

か
し
、
懐
風
藻

に
お
け
る

「
士
」

の
用
例
、

 

1
 

文
学
之
士

(序
)

 

2
 
降
節
禮
士

(大
津
皇
子

・
詩

人
小
伝
中
)

 

3
 

朝
揮

三
能
士

(
大
津
皇
子

・
五
言

・
遊
猟
)

 

は
、
当
時

の
知
識
人
達
が

、 
「
士
」
を
孔
孟

に
始
ま
る
知
識
人

の
義
と
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(14
)

把
握
し
て

い
た
だ

ろ
う

こ
と
を
思
わ
せ
る
。
当
時

の
官

人
に
と
り

必
読

の
書

で

あ

っ
た
論
語

を
、
憶
良
を
含
め
た
当
時

の
代
表
的
知
識
人
が
、
官
人
と
し

て
必

要
な
範

囲
で
し
か
読
ん
で

い
な
か

っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

お
そ
ら
く
、

儒
家

の
思
想

に
ま
で
深
く
考

え
を
及
ぼ

し
た
知
識
人
も
、
憶
良

一
人
で
は
な
か

っ
た
だ

ろ
う
。

 
中
国
思
想
史

に
お
い
て

一
貫

し
て
問

い
続
け
ら
れ
て
来
た
士
ー1
知
識

人
と

し

て
の
意
識
。
そ
れ
に
並
ぶ
知
識
人
と
し

て
の
意
識
が
現
代
日
本
に
お
い
て
も
追

求

さ
れ
続
け

て
い
る
と
す

る
な
ら
、
憶
良
は
、
我

々
が
知
り
得

る
限
り
に
お
い

て
、
そ
れ
を
最
初
に
和
歌

に
詠

ん
だ
、
原
点

に
立

つ
は
ず

の
詩

人
で
あ

っ
た
Q

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15
)

そ
れ
は
、
建
安

の
七
子
が

五
言

の
詩
形
を
知
識

人
の
詩
形
と
し
て
と
り
あ
げ

た

試

み
と
同
じ
よ
う
な
、
和
歌

に
お
け
る
知
識
人
憶
良
ら

し
い
試

み
で
あ

っ
た
の

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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四

憶
良

の

一
首
に
お
け
る

「
士
」
が
、
孔
孟

に
始
ま
る
知
識
人
と

し
て
の
自
覚

注

1
 
筆
録
者

に

つ
い
て
は
、
湯

口
誠

一
氏

(『万
葉
集
大
成

・
3

・
訓
詰
篇
上
』
)
が

 

河
辺
東

人
又
は
藤
原

八
束
を
、
久
米
常
民
氏

(『万
葉
集
の
諦
詠
歌
』

「万
葉
集

の

 

歌

の
諦
詠
者

に

つ
い
て
」
)
は
、
大
伴
家
持
を
各

々
想
定
さ
れ
て
い
る
。



2
 
村

山
出

『山
上
憶
良

の
研
究
』

ニ
ニ
○
頁

3
 
吉
田
松
陰

朔講
孟
余

話
』

は
、
孔

子

・
孟
子
を

「士
孔
孟
」
と
称
す
る
。

4
 

杉
本
達
夫

訳

『筍

子
』

六
七
～

六
八
頁

5
 

西
野
広
祥

・
市
川
宏
訳

『韓
非
子
』
六

一
・
六
四

・
一
一
四
頁
等
。

6
 

『漢
字

の
過
去
と
未
来
』

「漢
字

の
社
会
的
背
景
」
、 
そ

の
他

『中

国
名
言
集
一

 
上
巻

な
ど
、
折

に
触
れ
孔
孟
以
降

の

「士
」
を
知
識

人
、
或

い
は
読
書

人
と
注
さ

 
れ
て

い
る
。

7
 

昭
和
五
十
八
年
十

一
月

二
十

二
日

・
読
売
新
聞

・
論
点

「中
国
知
識
人

(士
)

 

の
忍
耐
強
さ
」

で
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

 

一
九
七
八
年

の
党
中
央
委
員
会
で
、
郡
小
平
氏
は
故
毛
沢
東

の
左
傾
を
批
判
す
る

 

一
方
、
e
社
会
主
義

の
道
⇔
プ

ロ
レ
タ
リ

ァ
独
裁
⇔
党

の
指
導

四

マ
ル
ク
ス

・
レ

 
ー

ニ
ン
主
義

と
毛
沢
東
思
想
、

の
四

つ
の
枠

を
今
後

の
大
方
針
と
し
て
掲
げ
る
こ

 
と
を
忘

れ
な

か

っ
た
。

い
ら

い
今

日
ま
で

「思
想

の
解
放
」
と

「四
つ
の
枠
」
を

 
め
ぐ

っ
て
右
と
左

へ
と
揺
れ
る
試

行
の
状
態

が
文
芸
界
に
現
わ
れ
て
い
る
。
…
…

 
こ
の
さ

い
文
革

の
あ
ら

し
に
投
げ
込
ま
れ
た
老
作
家

と
の
対
談
を
思

い
出

し
て
み

 
よ
う
。

 

「文
革

の
よ
う
な
動
乱
が

、
も

し
外
国

で
起
き
た
な
ら

、
多
く

の
知
識
人
が
国
外

 
に
亡
命

し
た

で
し
ょ
う
。
だ
が
中
国
で
は
そ
の
例

は
ご
く
少
な

い
」 

「文
革
中
、

 
私
も
労
働
改
造

に
や
ら
れ
て
ね
。
も

の
言
う
も
う
と
ま
し
い
中
で
、
旧
詩
を
作
る

 

こ
と
を
覚

え
ま

し
た
。
…
…
学
び
得
た
り
、
聾
を
装

い
唖
を
装
う
を
。
歓
び
も
ま

 
た
な
く
、
愁

い
も
ま
た
な
し
」

 
中
国

の
知
識
人

と
は
、
な
ん
と
忍
耐
つ
よ

い
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
め
に
あ

 
お
う
と
、
愛
国
心
と
風
格
を
失

わ
な

い
。
そ
し
て
士

(知
識

人
)
1
民

(庶
民
)

 
と

い
う
格
差

の
中

で
士

と
し
て
生
き
残

る
の
で
あ
る
。

 
藤
堂
氏
は
右

の
記
述
冒
頭
部
分

で
孟
子
に
お
け

る

「士
」
に

つ
い
て
明
記
さ
れ
、

 

口
頭
で
は

「士
」
が
孔
子
以
来
綿

々
と
続

い
て
き
た
知
識
人
と
し
て
の
意
識

で
あ

 

る
こ
と
を
付

け
加

え
ら

れ
た
。

8
 

『萬
葉
集
私
注
』
三

9

沢
潟
久
孝

『萬
葉
集
注
鯉
9

巻
第
六

10
 
2
に
同
じ

(
二
三
八
頁

)

11
 
高
野
正
美

「山
上
億
良

の
嵯
嘆
」

(
『国
文
学
』
昭
和
四

一
年

=

一月
)

 
高
野
氏
は
、 

「空

し
か
ら
ざ

る
士
」

の
具
体
的

イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
続
紀
養
老

二

 
年

の
道
君
首
名
伝
を
引

か
れ
、 

「憶
良

の
官
人
と
し
て
の
自
覚

は
首

名

の
如

き

 

「士
」
と
し
て
生
き

る
事
に
あ

っ
た
ろ
う
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

12

『山
上
憶
良

』
五
五

"
頁

13
 
邦
道
有

ル

ニ
、
貧

ニ
シ
テ
且
賎

シ
キ

ハ
恥
也
。
邦
道
無

キ

ニ
、
富

ミ
且
貴

キ

ハ

 
恥
也

(論
語

、
泰
伯
篇

)

 
不
義

ニ
シ
テ
富
ミ
且
貴

キ

ハ
、
我

二
於

テ
浮
雲

ノ
如

シ
。

(論
語

、
述
而
篇
)

 
君
子

ハ
、
窮
ヲ
固

ル
。

小
人

ハ
、
窮

ス
レ
バ
斯

二
濫

ル
。

(論
語

、
衛
雲
公
篇
)

14
 
村
山
出
氏
は

『日
本
書
紀
』
中

の

「士
大
夫
」
の
二
例
に

つ
い
て
考
察

さ
れ
た

 
結
果
、 

「わ
が
国
に

『
士
大
夫
』

の
概
念

で
把

握
で
き

る
よ
う
な
実
態

は

(日
本

 
風
に
変
容
し
た
も

の
を
想
像
す

る
に
し
て
も
)
認

め
る
こ
と
が
難

し
い
」 
(注

2

 
と
同
書
、
二
二
四
-

二
二
五
頁
)
と
さ
れ
る
が

、 

『懐
風
藻
』

の
ー
～

3
の
用
例

 

は

「士
」
が
孔
孟

以
来

の
知
識
人

11
士

の
義
と
し
て
把
握
さ
れ
て

い
た
だ
ろ
う

こ

 
と
を
思
わ
せ
る
。

2

・
3
は
大
津
皇
子
詩
人
小
伝

・
五
言
詩
中

の
こ

と

ば

で

あ

 
り
、 

「性
頗
る
放
蕩

に
し
て
、
法
度
に
拘
れ
ず
」
と
あ
る
皇

子
の
骨
柄

か
ら
官
人

 
11
士
を

「禮
び
た
ま
ふ
」
た
と

は
思

い
難

い
。
官
人

で
あ
る
こ
と
に
と
ら

わ
れ
な

 

い
、
言
う
な
ら
ば
食
客

の
よ
う
な
人
々
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

15
 
吉

川
幸
次
郎

『院
籍

の

「詠
懐
詩
」
に

つ
い
て
』
三
三
頁

・ 

本
文
引
用
の

『論
語
』
・
『孟
子
』

の
本
文
は
、
岩
波
文
庫

『論
語
』

訳
注
)
、
同

『孟
子
』

(小
林
勝
人

・
訳
注
)
に
よ

っ
た
。

(金
谷
治
・
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